
 

品川・生活者ネットワークは、地方自治法に定められた住民投票を活用し、羽田新飛行ルートの賛否を問う住民投票を実

施して、その結果を受けて区長は国（国土交通省）と対話をするよう求めてきました。 

２０２0年１２月２５日、住民が直接請求を行い≪羽田新飛行ルートに賛成する人も反対する人も民意を主張できる機会を

保障して欲しい。≫と住民投票条例の制定を求めました。 

しかし、この条例に対し、前区長は区税の支出等を理由に反対意見を付して、議会を招集。 

品川区議会で、「賛成１８反対２１」で否決となった経緯があります。 

生活者ネットワークは、アンケートを実施するならば被害を訴えづらい乳幼児や障がい児者には、当事者の状態の変化を

保育者や介護者へ聞き取る必要があることを求めてきました。しかし、品川区はそのような実態調査は実施しない姿勢で

す。乳幼児も障がい児者も、同じ区民であるのに権利が保障されないという非常に大きな課題があります。 

区民は「羽田新飛行ルートの撤回」と、賛否を問う住民投票の実施を求めている！ 

今回の区民アンケートは９８００万円もの予算をかけて行われます。 

８月１日から３回に分けて世帯ごとに郵送されてきます。回答期日は８月末となっています。 

「郵送状況から遅れてアンケートが届く世帯もあるため、返信期限は８月末厳守とは考えていない」という、 

担当課長の言質は確認しています。 

アンケート内容は全面的に評価するものではありません。しかし、アンケートを活用することは重要です。 

 

 

 

８月より全区民に向け「区民アンケート」が実施されます 

 森澤区長は、「羽田新飛行ルートに関しては全区民にアンケートを行い、その回答を基に国土交通省に向けて区民

の声を届けていきます」と区長選挙で公約に掲げていました。「区民アンケート」が８月１日より開始されます。 

２０２２年８月時点の予算編成過程で区が公表したものでは、 

「区民アンケート」を含む「広聴経費」として広報広聴課が２億３千万円余を要求しています。 

しかしその後、区長査定を経て、議会で可決された当初予算は半額以下の９,８１６万５千円となった経緯があります。 

１億３４００万円の減額理由は、区民アンケート経費の精査と公表されています。 
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